
　イランカラプテ。17世紀フランスの思想家、パスカルは『パンセ』の中
で、「人間は自然の中で最も弱い一本の葦（アシ）に過ぎない。だが、そ
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れは考える葦である」と述べています。白老でも川原や湿地で見ることのできる葦ですが、風に吹
かれるその姿は、自然に翻弄されながらも、常に思考しながら生きてきた人間の姿と重なるのかも
しれません。
　さて、アイヌ語で葦はスプキ（サルキ）と呼ばれ、茎を利用して、チセと呼ばれるアイヌ民族の
伝統的家屋の屋根や壁を葺きました。地方によっては笹や樹皮を利用したチセもありますが、白老
でも身近で、まとまった量を確保できた葦が利用されました。しかし、葦を使った茅葺きの家で果
たして冬の寒さを乗り切れるのでしょうか？その答えは、葦の茎の
断面をよく見ると、ストロー状の中空構造になっているため、葦を
束ねて厚みのある壁や屋根とし、床は土の上に葦を敷き詰め、すだ
れとゴザを敷くことで、ある程度の保温効果を持たせることが可能
となります。さらに、アペフチカムイ（火の神）の寝床である、チ
セの中央に設置された炉の火を絶やさないことも重要です。葦はそ
の真っ直ぐで軽い中空構造を生かして、すだれや矢柄の材料として
も利用されました。

スプキ（サルキ）

問い合わせ先：イオル事務所　チキサニ　☎８２－６３０１

　アイヌの民族衣装を着て登場したロ
ン・モンロウさん。「たくさんのアイヌ
の文化、歴史を勉強できました」とウポ
ポイ見学にご満悦。「アイヌ文様のマス
クを買っちゃいました」と笑顔を振りま
いていました。印象に残ったのはタレン

トなだけあり、民族衣装の多様な種類に驚
いたと言っていました。中国の少数民族ト
ゥチャ族生まれのロンさんは、展示品や古
式舞踊、チセ、工芸、料理などに「親近感
がありました」と感想を語っていました。
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葦のストロー状の断面

自身の経営経験から白老の
魅力を語る西尾青年部長

ロンさんの持つ大きな発信力に期待！


